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音響計測の歴史に見る知恵と工夫

何らかのきっかけで空気中に微かな圧力変動が生じると, こ
の圧力変動が毎秒340メ ートルの速さで波のような姿で空気中
を拡がっていく.この波が耳の穴の突き当たりにある醐莫に接
している空気に伝わったとき,人は音を感じ取る。人の聴覚は
生まれ出る前から機能しているらしい。人がそれを好むと好ま
ざるにかかわらず耳は常時音にさらされている.我々の周囲に
は言葉や警報のように生活に小可欠な古 音楽のようtDttWこ優
しい音 騒音のように二束んじられる音など多種多様な音が存在
している

音が無いとしたらさぞかしラFヽ便な生活を強いられるに違いな
い 五感の中で聴覚が担う役害Jが大きいことは細験的に知られ
ているものの,音が余りにも日常的な存在であるために我々は
音の恩恵を殊更に意識しない。また音が過渡的な現象であり,
時間の流れの中で姿をとどめずに消え去ることから,その本質
は一般に理解されにくいようである。

歴史的に見ても自然科学の分野での音に関する研究は力学や

光学などに比べて出遅れてしまったのは事実である。今でも
「音響学Jとか「音響物理学Jと聞くと,何やら難角卑な学問の
よう1こ感じられるらしヽ .ヽ

テレビ,ラ ジオをはじめ各種のオーディオ機器を自由に使い
こなしている今日であるが,それは真空管やトランジスタの発
明に端を発したエレクトロニクスのめざましい発展があっての
ことである.

音響計測の機器についてもセンサーからデータ処理に至るま
でエレクトロニクスの技術が使われていないものはないといえ
よう。音はマイクロホンで捉えられ,さ して複雑な作業を要さ
ずに波形や周波数の詳細な分析が可能である.かてて加えて近
年におけるコンピュータ技術の導入は音響研究の内容を飛躍的
に充実させた。

ところで,エレクトロニクスの登場以前 目に見えず,瞬時
に消え去る音の観察を試みた先人たちは大層な静 とヽを強いられ
たようである.契験室の片隅に残されていた旧い音響計測装置
は,スイツチやキイボードの並ぶ朗左の分析機器に比べると粗
末で珍奇に見えさえする.しかし,そこには計測機器が進歩し
た今日,ややもすると忘れられがちな科学する心が籠められて
いるように思えてならない。

レーリィ・ディスクによる音の観剛
骨世紀末以来,音響計測器として広範囲に利用されていた装
置にレーリィ・ディスクがある エレクトロニクスの発達に
よって今では伝説的な存在になっているものの,音の振る舞い
を直接的に観測するそのメカニズムは計測装置の真髄を見るよ

山下 充康  (l,il州 林ヽ理学研究所)

うである.

名者[TheOry of SOund司を著した音響学の開祖の下人であ
るLoad Rayleigh(英・1842～1919)の名に因んでレーリィ
盤とかレーレ盤とも呼ばれている。
レーリィ盤は「定状態における粒子速度の振幅の潰1定Jに用
いられた。

当時の音響実験のテキストによれば「レーリィ盤とは,図 1
に示すごとく直径数ミリの薄き円盤 (例えば雲母板)を極めて
細き糸 (主として石英糸)にて吊したものである。この円盤に
音波が到来するとき,円盤の面は音波による粒子運動の作用に
より伝搬方向に垂直たらむとして糸力涙 じれる.故に始めに円
盤の面を音波の伝搬方向に対して45度の傾きをなさしめてお
き,音波が到来したときの捩じれ角度を観測すればこれによっ
て音の強さを比較することができる.ただし,1戻じれの角度は
円盤または吊り糸に小鏡を貼付し尺度及び望遠鏡を用いてこれ
を測る。………・Jと述べられている。
図2は レーリィ盤の実物である.コ ンタクトレンズほどの大
きさの透明な円盤が石英の糸に取り付けられて木箱に大切に納
められ,計測装置の重要部品の風格を感じさせる。
粒子速度の絶対値を可視的に計測するレーリィ盤は,性能の
安定したマイクロホンが開発され電気回路技術が普及するまこ
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~

図 1 レーリィ盤による音の粒子速度の測定原理

図 2 レーリィ盤の実物,雲母板と石英糸
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長年にわたって音響契験装置の花形であった。

雲母の小さな円盤をミクロンオーダーの石英糸に接着する繊

細な作業,吊 り下げたレーリィ盤の揺れが落ち着くまでの長い

待ち時間,ブンゼンバーナーの炎に吹き飛ばされて空中を漂う
蜘蛛の糸のような自作の石英糸を捕捉する苦労・……・・,電気噛
な計測技術に頼っている今日から見ると,古典的な力学法則を

利用したレーリィ盤の考え方であるが,そ こに物理現象の解明
を試みる者の退しい基本姿勢が感じられる

周波数分析用共鳴器

米国でヘテロダイン式の周波数分析器が開発されたのは

1927年,電気式の周波数分析器が試作されたのは1930年頃で
ある 今ではオクターブバンドや1/3オクターブバンドの周波
数分析からフーリエ解析に至るまで,いとも簡単な操作で分析
処理を進めることができるが,電気式の分i斤器が普及する以前
には音を構成する周波数成分を知るには聴感に頼る以外に方法

がなかった.

人は音を聞いたとき,絶対音感の保有者でなくとも,ある程
度の精度で音の高低を識別することができる.
ヘルムホルツ (独 。1821～ 1894)は著書「音感覚の研究J

の中で図3のような周波数分析用のガラス器を紹介している.

球の片側に開口部があり,その反対側力訴田く絞られていて, こ
の部分を耳の穴に挿入して使用する。これはヘルムホルツの共

鳴器と呼ばれ,その後に開発される共鳴器型周波数分析器の原
形となる装置である.
ヘルムホルツの共鳴器は,機械系ではバネと質量と抵抗,電
気系では抵抗とコンデンサとコイルで構成される共振系に等価

である.

図4はヘルムホルツの共鳴器の原理を応用した聴きわけ式の

周波数分析器で,「ケーニッヒ (Koenig)の共鳴器Jと呼ば
れている。円筒状の真鍮製で,耳の穴に挿入するための突起の

付いた聴音部と, これに隙間無く,滑らかにスライドする受音
部とから構成されている.聴音部に設けられた突起を耳の穴に
l市ノ＼すると,共鳴器によって特定の周波数の音が強調されて聴
こえる.聴音部と受音部の円筒をスライドさせて円筒の容積を
変えることによって,共鳴器の固有周波数を連続的に選択する
ことができるので,強調されて聴こえた音の周波数を円筒の容
積から知ることができるという仕組である.スライドする円筒

図 3 ヘルムホルツの共鳴器(ヘルムホルツ“音感覚の研究"から)

図4 ケーニッヒの共鳴器型周波数分析器

の側面には周波数目盛りが彫刻されているので,それによつて

到来した音の周波数を読み取ることができる 周波数目盛りと
いっても,今日のように「○OHzJではなく,「……℃,lc,d,
#d,c,f,#f,… Jなどと音不勤焉己されている
一つの共鳴器で対応できる分〕詞司波数の範囲は限られている

ことになるので,大小複数の共鳴器で周波数範囲を分担してい
る。手元に残されている「ケーニッヒの共鳴器Jは 10個がシ
リーズにされていて,専用の木箱に納められている。
図5は聴きわけ式の周波数分析器の仲間で,二重の円筒で構
成されるピストン型をしたユニークな装置である.聴診器のよ
うな挿耳管で音を聴きながら管を伸縮させて共鳴周波数を探り

当てる方式で,円筒に沿って周波数を目盛ったスケールが取り
付けられている。

手元にl呆在子している旧い計測器の中から,音の基礎的な要素
である音圧の測定と周波数の分析,具体蜘には,音の強さ Ю敢
密には粒子速度であるが)を測定する「レーリィ盤Jと周波数
分析に用いられた「ヘルムホルツの共鳴器Jを紹介させていた
だいた。
これらの計浪1器はエレクトロニクスの発達によって今では博

物食官入りの骨董品でしかない。しかし,それらを手にすると随
所に見られる安E人たちの知恵と工夫に感嘆させられる。

新しヽ 晴ヽ報のノ入、手や膨大なデータの角斬 が容易に実現できる

今日,我々は「知識」に振り回されて「知恵Jをおろそかにし
ているのではあるまいか

先人たちが残した骨董品のような計測器を見るにつけ,本
来,科学する真の精神は,「 矢日識Jではなく「知恵Jと「工
夫」に依るものであろうと考えさせられる次第である.

図 5 ビストン型周波数分析器
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わが国の機械工学の発展に大きく寄与されている先生方にご

登場願つて,最も得意とされるお話を分かりやすく講義してい
ただく, ビデオ教材「名講義シリーズJを企画,製作してきま
した。その第 5作として,藤井澄二先生 (東京大学名誉教授,
東京電機大学名誉教授,元富山県立大学学長)のビデオがこの
ほど力戎し,機械学会から発売されることになりました。
皆様良くご存知のように,講師の藤井先生は,機械振動学,
制御工学,ロボットエ学を始めとする幅広い分野について研究
を行ってこられました。この講義では,先生ご自身と先生が指
導された大学院生の研究を中心として,「自励振動Jの神髄が

やさしく解説されています。講義は, 自励振動の導入として摩

擦振動や風による半円柱の振動,ス トールフラッタの解説に始
まり,流体機械のサージングやひとりでに成長する水撃の解説
へと続きます。その後,熱による気位の振動,沸騰に伴う流体
の自励振動,気泡の上昇によるスロッシング,熱による梁およ
び弦の振動について,実験や日央l象を交えた解説が展開され,最
後に,最近話題となっているカルマン渦による振動について角虫
れられています。約100分の講義の中に,様々な自励振動の実
例とその発生機構の物理的な意味の直感哺理解を助けるための

解説,実験 映像が含まれています。多くの皆様方にご覧戴き
たく,頒布のご案内をさせていただきます (金子成彦(東大)).

頒布価格  会員特価25,000円 (31,500円 )送料1,500円

ビデオ名講義シリーズ

「自励振動の話(藤井澄二先生)」 完成,頒布のお知らせ



「先輩からの一言」

研究心とは

元明星大学 國枝 正春
すでに50年以上,鉄道技研,石川島播
磨重工業技研,明星大学において,
研究者 研究管理者,教育者として
勤務してきた筆者にとって,学生や
研究者が強く抱いてほしい学究′亡ゝ
研角とヽの本質は何なのか,そ して,それ

らを高揚させるにはどうすればよいのかという課題は常的とヽを
去らぬ大問題であった。
かって,署名な大学者である某教授にこの問題についてご意
見を伺ったことがあった。先生は “それは君,単なる競3ふだ
よ"との事もなげなお話であった.
確かに受拗戦争下にある人たちにとっては,学問は人生競争
の手段になっているように思えるであろう。また,学者の集ま
りである学会の討論においてさえ,学問上の意見の相違は単な
る討論に止まることなく,討論者相互間のはげしいしこりと
なって残る場合があることが知られている.しかし,学第亡ヽ,
研究かとはこのような後ろ向きのものではないはずである。
すでに各誌に書かせて頂いたことではあるが,筆者は学究

)心毯幹蝋 置、籍堺馬轟為漆させて頂ぐ

1996年度部門賞表彰式の報告
表彰委員会

部門表彰制度発足以来,第 5回目にあたる,1996年度の部
門賞の表彰式が1997年 7月 25日 ,東京国際フォーラムで開催
された日本機械学会10研司年記念D&D'971こ おいて盛大に執り
行われました。受賞された方々の業績等の詳細は1為銘志9月号
に掲載されておりますのでご参照下さい.表彰式は安田仁彦
前表彰委員会委員長の司会により進行され、吉田和夫 前部門
長より受賞の皆様に表彰状と記念品力韻曽られました。ここに受
賞された皆様の写真を掲載し,栄誉をたたえます

斎藤  忍 (石ナ|1島播磨重工業(株)技師長)
背戸一登 (日本大学 教授)
田中基八郎 ((本未)日立製柳 F技術部 )

人生とは時間的な旅であり,学問とはこの旅における地図であ
るという説である。

未知の山道や外国の都市を旅する時のことを考えてみよう。
もし地図がなけれti旅はかなり心細いものにならざるを得な
い。別れ道に来るたびにあたりを見渡して方向を決め,時には
後戻りをし,試行錯誤を繰り返しながら進まねばならない。目的
地に達するまでにはかなり頭を使い,心をなやますことになる.

学問とは,多くの先人が障害や苦難を細験した上で築き上げ
た!鶴 ,すなわち人生という旅における地図なのである.地
図のある人生は

~女
心であり,自分の位置を知り, 目的地に達す

る道を求める事ができる。持っている地図は多ければ多い程よ
い。キュリー夫人伝によれti彼女は人間の知り得たことのす
べてを知ろうとしたとある。
このように,学問力、道 の地図であるとすれば,学びた峰洵とヽ
とは生きる上での多巳感を求める心にほかならない。

直ちに類推可能のように,研究允とヽは学問という地図にない場
P力

‐
が現れたとき,この未踏の場所の地図を創作することである。
このように,学究鰈も研邦かも,競筆ЁЧこもとづくものであ
るはずがない。それらはノ椛土に勢巳感と貢献感,生きがいを求
める心である.特に科学技術の学釣h研 力いの最終目的地は
競多いの満足とは反対に当たる人間愛の境地でなければならな
いと思うのである.

[付記l 本文の大半は 鉄道総研報告 4巻 1号 '90-1の
巻頭言に書かせて頂いたものであるが,先輩として再度意見を
述べたく思い,掲載をお願いした次第である.

受賞された皆様:E右から斎藤,背戸,田中,山本,古屋,奥 li「 芹澤の名‐氏]
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オfムエンス賞
オーディエンス賞
オーディエンス賞

山本  浩 ∽畔 助教授)
古屋  治 鯨 都立高専 助手)
奥川1雅 之 (岐阜高専 助手)
芹津陳下郎 (富士ゼロックス(株))
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講習会の御案内   翻笠睡設

恋「傘鍮謹摯モ御溝ち宥覇
・
簗婢讐準蛍、

'い
(1)How to cook″ Vibrations″ ―振動を料理する一
企 画 :田中基八郎 (日の ,古池治孝 011崎動

脂 訛 塾 鞘 τ揉9捨環警:犠 墓宅|:1耀
アッチ コストダウンの要求から,ますます系が複雑化し現象
が複雑化して,様々な動噛問題が発生するようになってきまし

を1姦猛晟隠 鞠 ご聯 寄し負濫
値創造が必要です。
機械学会では,かねてより,v BASE(振動工学データベー

弩第運奪そヌ倉!こ察掃落輝 隻鰺 伝毒讐響詔聯 吾1列塚婦宮
からの実例も含めて,振動防止設計の基本的廠 かつ総合設計
技術について,本講習会で,本領域の責任ある先端技術の観点
から,考えてみたいと思います。

〔本講習会は1997年 1月 に開催したものですが,その後多数
のご要望をいただきましたため若干の修正を加え再度ほぼ同内
容で開催するものです.〕
時 期 :1998年 2月 3日 欲 )および 4日 (水)(2日間)
会 場 :日ラ韓鰯離斜覇毯

(2)データ処理の実際―基礎と実際―
企 画 :周 野ヽ隆彦 (小野測約 ,森下 信 (筒貝章嵯0,
佐藤勇一 (埼玉大)

概 要 :データ処理技術は年 進々歩を重ね,新しい手法が提案
されています 本講習会では振動・騒音データの処理
の基本となる,FFT,オ クターブ分析,ウ ェーブ
レット変換についてやさしく解説し,更に,現場での
データ処理技術について,鰯験豊富な技術者を講師に
迎え具体例について説明して頂きます.

日寺 期 :1998年 2月 20日 (金)(1日間)
会 場 :日納 膊 螢 謹

講習会のお問い合わせ 。お申込先 :

〒16110016 東京都新宿区信濃町35番地 信濃町煉瓦館 5階
(社)日本機械学会 事業課 宮原 応、み子
TEL:03-5360-3506, FAX:03-5360-3507
E一 mailimiyahara@jsme.Or.,p
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D&D'97 報告
実行委員長 吉田 和夫
幹   事 水野  毅

第 8回Dynamics and Dedgn ConferOnceは , 日本機
械学会創立100周年記念講演会の中で行われ,東京国際フォー
ラムにおいて 7月 23日から26日 まで「人間と技術を焦点とする
バロック的新世界の構築を目す旨して」を総合テーマとして開催
されました。
この講演会では,二つの特男1騰演 (講師 :多田富雄教授 (東
京理科大学),米沢富美子教授 (慶應談理吠岸う),304編の講演
発表 (一般講1寅・オーガナイズドセッション), 2つのフォー
ラムに加えて,「21t蛛己のダンピング技術J,「スポーツエ学J
の2つのシンポジウムを並行して開催し (各シンポジウムの幸浸
告をご覧下さい),さ らに,機械力学・計測牛峰Ⅱ部門の新しい
プレゼンテーションを探る試みとして,特別セッション「マル
チメディアプレゼンテーションJを設けました。この中のMe
dia_Integrated Presentationに は41件もの参力日があり, ポ
スター, ビデオ,実物展示を利用した研究紹介がなされまし
た このように全国の研究室が一同に介して,実物などを見な
がらじっくりと情幸民交換をイ子う機会はこれまでになく,大変有
意義なセッションとなりました。
また,「日央イ象・マルチメディアJ,「マルチボディ・ダイナミ
クス」に関する2つのコンテストについても予想を大幅に上回
る多数の方に出席いただきました。各コンテストの受賞者はつ

ぎのとおりです (敬称略).

嘆動・振動・波動の世界」映像。マルチメディア作品コンテスト

最 優 秀作 品賞 「ヘリコプタブレードの翼端形状がブレー

ド/渦干渉騒音に及ぼす影響の解析J
青木誠,近藤夏樹,中村英明,山川榮― ,
青山剛史,斎藤茂,末松和代

芸  術  賞 同上
優 秀 構 成 賞 「動吸振器型搬器制振装置『リブラ』J

佐藤国仁,矢ケ部昇,松久寛,西原修,
安田正志,武本益男

優秀理論・技術賞 唯 型液体封入ロールの液動と振動J

片山圭―,森井茂樹,時政泰憲,時安孝一

マルチボディダイナミクスコンテスト

最 優 秀 作 品 賞  中村拓哉
優戒たリーショ渫霊  仙北谷由美
ア イ デ ア 賞  菅野直紀

なお,受賞された方々は,本年度オーディエンス賞候補者と
して推薦されます。

今回は,参加登録が共通で行われため,正確な参加人数は不
明ですが, 2つのシンポジウムを含めて講演論文集がすべて売
り切れてしまったことから判断しますと,800名近い方に参加
いただいた,100周年記念講演会に相応しい盛況な大会であっ
たと思われます。

最後に,本大会の成功の裏には関係各位の多大なご支援とご
尽力があったことを付記し,深くお礼申し上げます。

シンポジウム

● 21t野己のダンピング技術

副実行委員長 大亦 絢一郎

機躙 あるいは地震や風によるオ藤力に対処するために,機
械,建築,土木などのさまざまな分野において,減衰 (ダンピ
ング)技術が研究開発されており,その発展は著しいものがあ
ります。シンポジウム「21世紀のダンピン獅 Jは,広い領
域の分野で進められているダンピング技術に関する研究をお互
いに紹介しあい,討論しあう場として設定されたもので,
1997年 7月 23日 ,24日の両日,開催されました。
本シンポジウムはD&D'97のオーガナイズド・セッション
および一般講演と並行して開催されたため正確な参加者数はわ
かりませんが,70件の研究発表が2日間 3室に分かれて行わ
れ,活発な討論がなされました。これらの講演の中には十数件
の建築 。土木関係の講演も含まれており,その内容は私たち機
械屋にとっても大変興味あるものでした。
また, これらの普通講演とは月中こ,床労咽二こ登駕学建野嘴釘斗の
田村幸雄先生による「建築物の風応答抑制のための制振技術の

応用Jの基調講演, ワークショップ「うまいダンピングの設計
(有効例・失敗例)」,およびパネルディスカッション「ダンピ
ン媒 術の今後Jも行われ,広い分野にわたる過去 。現在・未
来のダンピング技術の紹介と活発な討論が展開されました

講演室数を当初の予定の 2室から3室に増やしたこと,約
250冊の講演論文集が売り切れてしまったことなど,実行委員
会の予想を超えた聴況なシンポジウムとなりました。

0 スポーツエ学

実行委員長 宇治橋 貞幸

日本機械学会創立1側周年記念講演会の行事として1997年 7

月25日 および26日の2日 間,表記シンポジウムを開催しまし
た.
機械力学・計測制御部門では,1990年より毎年「スポーツ
エ学シンポジウムJを開催してきており,8回目を数える1997
年は10月 23日～25日の三日間にわたり岐阜県恵那市にて行われ
ました。同じテーマのシンポジウムを年に2回開催することに

問題があったので,表記シンポジウムについては定例のシンポ
ジウムとは異なる考え方により,計画を行いました。「スポー
ツエ学Jの構想から10年の節目を迎えたので,基調講演 7件と
指名講演 8件を中′い1こ して, これまでのスポーツエ学研究の総
まとめの性格を持たせたまさに記念行事として企画されまし
た.これに,一般申込講演291牛と特別講演 1件力功日わり,特色
あるシンポジウムであったと思います。特に指名講演は, 日本
機械学会論文集C編の「スポーツエ学特集号」 (1998年 7月
号予定)と リンクしており,その発干lに期待が寄せられていま
す。
シンポジウム参加者は予想外に多く200名近くに達し,論文
集販売は270冊に達しました。豪華な会場とあいまって,記念
行事としてお、さわしいものになったと自画自賛しています.こ
こに改めてシンポジウム開催の機会を与えてくださり,支援し
てくださった方々に深く感謝いたします。

VS Tech'97

振動・音響新技術シンポジウム 報告
実行委員長 中川 紀壽

ンポジウムの内容は,オーガナイズドセッションとして,「音
響エネルギー利用」,「感陛を考慮した静音 。快適設計技術J,
「機器ならびに公共の音表示」,「子戸煙力・音響診断技術Jの 4つ
が組まれ,一般講演と合わせて講演件数は47となりました.そ
のほか,特別講演 2件,パネルディスカッション「機器から出
る音ならびに公共の音を降制離 の立場から考えるJが 1件組
まれました。このシンポジウムでは講演室を 1つの部屋に限る
こととしているため,参加者全員が集中して討論にカロわること
ができるものとなりました。今回のシンポジウムにおけるオー

ガナイズドセッションやパネルディスカッションで,音響につ
いての講演数力寸曽大してきており,音響に関するシンポジウム
として特徴あるものに育っていくことを願っています.また,
「機器・カタロ列暖示」や「広告・協力Jで貴重なご協力を賜っ

た会社の方々に厚く感謝申し上げます。

表記シンポジウムが, 9月 17日から19日 の3日間,広島のメ
ルパルクHIROSHIMAを会場として開催されました.この
シンポジウムは毎回広島で開催されており,今回は1995年に
続く第 3回目です 開催期間はこれまでの 2日間に対し初めて
3日間とし,それに従って講1賞件数も増加しました.本年は当
学会の創立100周年に当たっており,種々の講演会などの企画
が目白押しである中にも拘わらず,約130名の方が参加登録し
て頂き有難く思うと共に,振動・音響に対する関心の高さを再
認識しました。お忙しい中,山田部門長にもご出席頂いた.シ
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吉田 和夫 (慶應義塾大学)
21世紀の科学技術は,人工蜘なシステムと自然的なシステム
の相互インタラクションを考慮した総合的な科学技術が重要と

考えられます.そこで, 自然界に生きるシステムと共通の原理
に立つ新しい人工物システムのデザイン原理の模索を目指し
て, 日本機械学会創立100周年講演会において日本機械学会機
械力学 。計測牛峰Ⅱ部門によって「システム生命に関する国際シ
ンポジウムJが1997年 7月 21日 ,22日 に開催されました。
会議には合計77名 (フランス1名, ドイツ1名, 日本69名,米
国3名,中国2名 ,スイス1名)が参加しました。
本会議は,先に述べたように「システム生命Jという新しい
概念の下に, 1)自己組織化と適応, 2)進化的計算 3)設
計とエージェントモデル, 4)学習, 5)GAと アルゴリズ
ム, 6)生物的システム, 7)複雑系, 8)人間一人工物の項
目に分けて議論力光子われました。それぞれの項目において,最
新の情報や研究成果が発表され,「システム生命」という概念
を意識しながら,それに関連する現状の研究に関しで情報交換
がなされました。参加者の研究分野も幅広く,新しい概念の創
出に相応しい多角的な議論力光子われました.

本シンポジウムでは,世界的に著名な9名の招待講演者をお
招きし,以下のような招待講演がなされました。

APVC'97報告

岩壺 卓三 (神戸大学)

APVC'97(Asia Pacific VibratiOn Conferencざ 97)が 11月

10日から13日までの日程で韓国慶州市内のHOtel Hyundaiで
開催されました。慶州は古都であり観光地として有名な場所で

すが,HOtel Hyundaiは 観光の中,N也 1こあり,中でも最も良
いホテルの一つでした。

APVCはアジア各国力Ⅶ頁番で主催国となり日本機械学会,
韓国機械学会,オーストラリアエ学会,中国機械学会,マレー
シアエ学会等が共催学会となり隔年に開催しています。本年の

参加者は合計334名で,内55名が学生で,参加者の内訳は韓国
171名 ,日本120名,中国15名,ロ シア 7名,オース トラリ
ア,マ レーシア各 5名,米国, シンガポール各2名,デンマー
ク,香港,イ ンド,イ タリア,オラン冗 ニュージーランド,
イギリス各 1名でした,論文は12カ国より237編が投稿されま
したが,欠席もかなり目立ちました。今回の発表では新しい試
みとしてポスターセッションを設けました。講演はKeynOte
Speech 3,Ora1 30,POster 135編 で,大部分がポスターに回
されているため,応募しても講演会に来ない人が多いのではな
いかと心配していましたが, これが理由で欠席したのは少な
かったようです.実際行ってみると,ポスターセッションには

原文雄教授 (東京理科大学)

「表現と人間―一人工物のコミュニケーションJ

Prof.Jean‐ Arcady Meyer(Ecde Normale Superieure,Francc)

「アニマートにおける自己佃織化と適応のバイオミメティック熙 巡
Dr,Gerardo Beni(Un"erSity oF California,USA)

「Swarmイ ンテリジェンスにおける研究展望」
Prof.Forrest H.Bennett Ⅲ(StanfOrd UnⅢersity,USA)

「自然淘汰によるプログラミング計算機J

Prof.Dietrich Doner(UnⅢ ersity of Bamberg,Germany)

「た Eシステムにおける動機と慰情J

嘉数侑昇教授 0ヒ詔頚し壁つ

「進化的設計方法論の徽

隊 翻             (ラ未こ房fミラ六(→宇生)

「周辺環境とイ固イ本」

Prof.RolF PFeifer(Un沖 erSity oF Zu五 ch‐Irchel,Switzerland)

「具現化されたシステム生命」

ProfoMaximinan Riesenhuber(MIT,USA)
「機械と生物的ビジョンにおいて共通する計算的方法J

上記のとおり本シンポジウムは,新しい「システム生命Jと
いう概念に関連する様々な分野の学際的な議論を行うことに
よって,「システム生命Jという概念そのものの創出の第一歩
となりました.

著者と一対―で納得するまで議論できるという良さがあったよ

うに思われます。また論鋤 寸曽してくると興味のある論文だ
け短時間で選択的に情報を得ることができるという良さもあっ

たように思われます。主催者側はポスターによる発表の評価を

高くしようとして表現方占 内容等に対してポスターセッショ
ン賞を10編の論文に対して授与しました。日本人の受賞者を下
に示します。

次回は1999年11月 頃にシンガポールで開催されることが決
定しました。

ポスターセッション賞受賞者 リス ト

・Shigeki Kaneko,Tatsuo Watanabe,Yasuhiro Mohri

(Un"。 of Tokyo)
・Tadao Kawai,Hiroshi Ota,Masahiro lto,Masa■ li lto

(NagOya Un沖 .,Nippon DensoCo.,Ltd.,Matsushita Electric Co.,Ltd,)

。Myung‐ SoO Kin,Toshiro Higuchi,Takeshi Mizuno,Hi■ oki Hara

(UniV,Of Tokyo,Saitama Univ.,Izuni lndustrial Co.,Ltd.)

・Kazuaki Kurihara,Hidoki】laramoto,Kazuto Seto

(NihOn Un".)
・Taichi Sato,TOmohik0 0kamotO,Kihachiro Tanaka

(Tokyo Denki Univ.,Hitachi Co。 ,Ltd.)
。Mitsuhiro Tannano,Jim‐ Soo Kim,Masaru Uchiyama

(TOhOku Univ.)

本書の特色            、
。綱振機械工学便覧 基礎・応用・エンジエアリング各分野を
網羅
。延べ940名の執筆者による13,970語を収録
・機械工学の全分野を網羅するとともに,日本機械学会の全部

門をも網雁し,関瞳他分野も用語も充実
。見て面白く,興味ある絵解き用語を掲載
・ 理 ・ 陛 ・ 陽 ・

申

A5半1 函入り 1,542ページ 13,970用語十絵解き49用語
会員特価20,000円 定価26,250円 (本体25,000円 )

[いずれも送料1,000円 ]

申込先 。問合せ先

社離 入 彫紳鮪癬会
TEL:03-5860-3506

社団法人日本機械学会 倉J立100周年記念出版

機 械 工 学 事 典

5
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「お、くざつ」だな

作者 :森下 信 (横浜国大)と佐藤勇一 (埼玉大)

(ケ ン太)本日は,今流行の呪議佳系Jなるものを,お暇な無名
の方々にお集まりいただき,話し合ってみたいと思っていま
す.誰か複雑系って矢日つてるかな?え―,では (ま なぶ)君
(まなぶ)複雑系って複雑なんじゃね―の,よ くわかんないく
らい複雑なんだよ.

(ケン太)ん ?結局,全然わからないってことかな?
(まなぶ)じゃあ聞くが,何なんだよ.
(K 子)複雑系っていうのは,複雑系という新しいものが出
現したのではなくて,現象の捉え方を従来と変えてみた時の
現象の見え方なんだそうよ.

(まなぶ)何いってんだか,よ くわからねえ―な.
(K 子)つまり,従来とは少し異なる考え方のようだから,
頭の固い (ま なぶ)にはわからないかな。別な言い方をする
と,「複雑系Jとは「COmplex Systems」 の不日訳なのよ
わかるかな?「cOmplex」 の意味は第 1義的に「 2つ もし
くはそれ以上のものから成り立っているJであり,第 2義的
にはいわゆる「複雑なJとか「理解しがたいJと いう意味が
続くんですって,これを踏まえて,複雑系とは複数の異なる
要素力∬目互作用している系であり,結果として現れてきた現
象が初期の状態から予測できない系として定義されているの

よ.

(まなおり配議佳なJとか「予測できないJなどいい加減な言
葉が並んでいるじゃねえ―か

(K 子)複雑系なんて最初に日本語に訳した人間がいるから
こうなるのよ.複合系とか複素系でも十分意味が伝わったよ
うに思うのよ.複雑なものだから複雑系とは一概にいうこと
はできないのよ。わかる?

(まなぶ)誰が言い出したんだよ, こんなもの.
(K 子)Complex systemsっ て呼んだのは米国にあるサ
ンタフェ研究所の学者さん達よ.サンタフェって,有名な女
優の裸の写真集に名前があるでしょうが

(まなぶ)裸の研究をしていて複雑系が生まれたのか?そんな
ら,オレにもできる全
(ケ ン太)それはどうでしょうかね.
(K 子)この種の研究には長い歴史があるんだって,初めが
どこかというのを指摘するのは偉い先注が多いから難しいん

だけど,そのルーツは1930年から1950年にかけて活躍した
米国のジョン・フォン・ノイマンと英国のアラン・チューリ
ングという2人の天才蜘科学者にあるって過去の文献に書い
てあるわよ。複雑系に関係したフォン・ノイマンの業績は,

米国でのENIACという電子計算機の開発,および大脳のメ
カニズムを待峰Πシステムとして捉えた自己複製オートマトン

に関する研究なんだって,

(ケン太)よ く勉強されているようですね,(K子)さんは.
チューリングなら僕も調べたことがあるんです.アラン・
チューリングの業績はコロッサスと呼ばれる世界最初の電子

計算機の開発でしょう。それとチューリングモデルと後に呼
ばれる生物の形態形成に関する研究もあるって書いてある本
がありました。

(K 子)そ うそう。その彼らが提案したセルラオートマトン
やチューリングモデルにより,欄或要素間の相互作用により
総括的な現象の再J動 コヾンピュータ上で可能となるのよ.

(まなぶ)そんな,え―かげんな捉え方で複雑系なんてのがみ
えるようになるのか。

(K 子)実は,その後も多くの研究者が様々な分野で同様な
考え方を提案していて,その中にはホロンを提唱したi菅水
博, シナジェティックスを提案したヘルマン・ハーケン,散
逸構造を提案したイリヤ・プリゴジンなどがいるだって,

(まなぶ)難しい名前が並んでいるけど,みんな同じ穴の格
か ところで,それアサヾ何の役に立つんだ?
(K 子)そ ういう考え方では,あなたにはいつまでたっても
わからないと思うな.

(ケン太)そんな考え方をすれば何となく理解できる現象って

まわりにたくさんありますよね.結晶などの成長現象,生物
進化,化学反応,粒状体の流れ (流砂,土石流,雪崩など),
交通流,都市の発達・衰退,経済の変動,環境の変化とか
(まなぶ)だからさっき複雑系というのはひとつの現象の捉え
方で,新たな現象が出現した訳ではないって (K子)が言っ
たのか。でも, もうひとつ聞きて―な.何で今こんなの力散台
まったんだ?

(K 子)環境からいえば,計算機の能力がとびっきり高く
なって,また値段が安くなったことに関連してると思うわよ.

(ケン太)つまり,やりたいことができる環境が整ったってこ
とかな.

(K 子)も うひとつ大切なことがあるのよ。それは西欧の科
学の基本原理に関連することで・・・

(まなぶ)ち ょいとお待ち下さいよ.西欧の科学の基本原理っ
て何だ?

(K 子)論理陛と普通陛と再Jttl生
(まなおり何だ,それ? で,それがどうした?
(K 子)ニュートンカ学はその3つの条件を律儀に満たして
いて,それを満たすようなイ丁イ義のよい現象しか本目手にしてい
ないのよ,そ こで3つの条件をすこしづつ緩めてみて, もし
くはそれらが持つ意味を少し変更してみるとどうなるのかっ

て検討を始めたらしいのよ.そうすれば土俵に上がる現象の
数が飛躍的に増えて,今まで理解できないとされていた

'見

祭
に対する理解が変化するかもしれないって考えたらしいの

よ。そこで, 3番目の再チ現J陛をいじってみたのよ。
(まなぶ)段々いいかげんにしてきたのかな。それで,予期で
きない現象なんてのが出てくるのかよ.

(K 子)大分,ま しになってきたようね.複雑系研究は急速
な発達を遂げている計算科学を土台としコムい学問分野を統

合し,パラダイムの変換を促しているようにみえる,なん
ちゃってムズカシイこともわかるかな?

(ケン太)論理陛や普通陛を緩めるとどうなるんでしょう?
(K 子)論理 l生をくずしたら,(まなぶ)の頭のように目茶
苦茶 音遍陛を緩めたら「ワタシは特別」って偉そうな人間
が急に現れるのよ

(ケン太)少し前にノ`、下′「命なんてのが流行ったでしょう.
(K 子)あれも複雑系研究の生命版よ.でも日本では何でも
人工生命の中に入れちゃったんで,訳がわからなくなった面
があるわ。最後はアート,アートって騒いでいる人もいるよ
うだし,

(まなぶ)複雑系はカオスであるなんて偉い先生が新聞に書い
てた念

(K 子)最初の状態が少し変わると後が予測できないという
意味では同じようにみえるけど,それだけが複雑系でない
し,ま たカオスでもないのよね 同じって書く方が変だと思
うわよ

(ケン太)今までの話を聞いていると,複雑系とは確かに複雑
な現象あるいは系を対象としているようだけど,それらに対
する考え方 あるいは,対し方に特徴があるように思えるので

す。丁度,多くの部品で構成されている機械を思うように動
かすために,各部品をできるだけ正確に作るようにしてきた
のが,或る時期から,い くら正確に作ったり,組み立てたりし
ても信頼陛100%と はいかないので,部品点数が多くなれば期
待された動きをさせられない。そこで,各々の部品はそれほ
ど正確でないとして全体として,期待された機能を果たすよ
うに考えるという考え方に変わった様なものなんですかね.

(K 子)ち ょっと違うような気もするけど,そ うかな.
(ケン太)それから,もうひとつ先ほどの話の中で出た翻 陛
と普通陛と再J児陛」ですが, これもやはり考え方のタガをは

ずして扱える対象を広げたという意味ですよね.丁度,ユー
クリッド幾何学とリーマン幾何学の関係みたいなもので.

(K 子)でも, これで「なになに」は何でもわかるなんてい
うのは,売りたい本の宣伝ならともかく,どんな分野のもの
でもありえないのではないかしら.ずっと難しい顔していた
(つとむ)君,少しはわかった?
(つとむ)……Ⅲ

(ケン太)それでは今日は涸複もすいたのでおしまいにします。



Dynarnics and Design Conference′ 98 in Hokkaido

―自然との対話一

開催期間 :1998年 8月 17日 (月 )～20日 (木)
会  場 :地毎道大学工学部 曾し幌市)
開催趣旨
1990年 7月川崎市産業振興会館で催された第 1回以来毎年
開催され,次回が第 9回となる,Dynamics and Design
Conferenceは 当部門最大の行事で,情報交換型の講演会と
して定着しており,研究成果の発表ないし習得の場あるいは,
研究者交流の場として機能しています 前回は, 日本機械学会
100周年記念事業の一環として,昨年 7月に東京国際フォーラ
ムで催され,多 く会員の参加を頂きました。次回は場所を札幌
に移し,エルムの古木が息づき,緑あ応、れる北海道大学のキャ
ンパスで「自然との対話Jを合い言葉に, 4日 間の日千呈での開
催を予定しております.

Dynarics and Design COnference'98 in HOkkaido

(略称D&D'98)では,下記の腕 学・計測告峰層分野に関連し

た広領域研究Jと「オーガナイズド・セッションJか らなる機

肥筋 謎

14期
異 稔 甲 5密輸 壕 法花昴旨俗と必ゑ

工学的理角鞄,v_BASEフ ォーラム「設計者のための振動・騒
音問題の実例J,計測機器メーカーとユーザーとの情報交換
フォーラム,懇親会などの付随行事も企画しております 奮っ
てご応募頂くと共に,夏の北海道に是非お出かけください。

[A]機械力学・計測制御関連の広領域研究
オーガナイズド・セッションの設定されていないすべての研究

[B]オーガナイズド・セッション募集テーマー覧
(1)シ ェル構造ダイナミクスの新展開,(2最適設誌 (3)流体関
連振動とそのアクティブ制振,(4磁気軸受の応用,(5)肋
象の解析と応用と命峰l,(6)自動車の動力需峰,。 常ll車力需峰,,(7用
震・制振・免震,(8)ロータ・ダイナミクス,(9胸馳 硼電
磁力関連のダイナミクス,CDモード解析,CDダ ンピンλ ⑬振
動・音響利用の新展開,04感性計測と設計,こ「o清十測 。信号処理
・異常診脱 t61″ タヾーンの形成と複雑さ,仕ηダイナミカルシス

テムの非線形制御,10メ カトロニクスにおける運動と振動の制

往,,19スポーツエ学///ヒ ューマン・ダイナミクス,90マルチボ
ディ・システムのダイナミクスと制御

論文募集要旨

[A],[B]のテーマに基づき,直接,各申込先に講演申し込
みをして下さい。

(1)本講演会では,会員外の研究発表も受け付けます
(2)研究発表の採否,プログラム編成等は,D&D'98実行委
員会にご―任下さい

(3)本講演会では講演論文集のCD_ROM化の試行を行いま
す.CD_ROM化 された論文も講演論文集に掲載されます.
(4)研究発表 (登壇)は ノ＼につき講演 1件を原則とします
(5)使用機器 :原則としてOHPと します.
(6)発表時間は20分 (討論を含む)を予定しています

申込締切日 :1998年 2月 23日 (月 )E罰言圃
申込方法 :講演発表希望者は,機械学会誌1997年 6月号告

294ページに綴じ込みの研究発表申込書に従って,
1.講演会名称 :D&D'98
2.講演題目 (副題),発表希望セッション名
3.著者名,会員資格,勤務先,氏名のお、りがな,年齢
4 講演者賭 および船
(垂「l更番号,御唱 TEL,FAX,E_mailア ドレス)
5,講演要旨 (70字程度)
なお,cD―ROM化を希望される方は

6。 「CD_ROM化希望Jと明記し (申込書利用の場合は余
白にご記入ください),パ ソコンの機種 (Windows/
Mac)の丹町,お使いのワープロ (MS― Word/一太郎/
PageMaker/Tex)の別を必ず記入して下さtヽ ただ
し,Mac版の一太郎はご利用できませんのでご注意下さ
い。CD_ROM原稿提出に関しては「CD― ROM原稿Jの
欄をご参照下さい。

をご記入の上,E―mailあ るいはFAXにて,オーガナイズド
・セッションは各オーガナイザー (会誌1997年12月号告472～

473ページを参照)に,広領域研究は講演会幹事・吉澤正紹
(慶大)にお申し込み下さい。

講演申込みの確認 :申 し込みされた方には,申込み先より着信
した旨の通知が概ね 1週間以内に送られます。着信の通知
力剌高かない場合には,必ず申し込み先にご確認下さい.

発表採用通知 :1998年 3月末日

原稿提出日 :1998年 6月 1日 (月 )

原稿提出先 1本会機肋 学・計測缶峰日部門(担当 宮原お、み子)

原 稿 枚 数 :芽峡 A斗14ページ以内.
[ただし1ページは3120字程度,英文アブスト
ラクト (約150wOrds)を含d]

原 稿 用 紙 :A4判白紙使用,詳細は会誌1997年 6月号告
291～293ページを参照

CD‐ ROM原 稿 :「論文のCD―ROM化Jご希望の方は,上記の
原稿に加えて,指定したワープロで伸或した論文
のファイルをフロッピーディスク等で提出してい

ただくことになります。お申し出いただいた方に

は発表採用通知時にCD_ROM化に関する詳細を
こ己鶴致します.

オーディエンス賞:本講演会において発表された,優秀発表論文に
は当部門部門賞規定によリオーディエンス賞を贈

賞いたします.

ホームページ開設のお知らせ(期間:1997.11.1.-1998,8.20)

D&D'98に 関するホームページを開設し,論文募集要唄
講演会のプログラム等の情報を順次公開致します.URLは
http://www.jsme or,p/dmc/DD98/です。ご活凩下さい。

問い合わせ先 :

Dynamics and Design COnference'98実行委員会
委員長 :山田 元 (北大)
TEL:011-706-6408, FAX:011-706-7889

E ll■ ail:gen@eng hokudai,ac.jp

幹 事 :吉鞘 召 (慶‐大)
TEL:045-563-1141 ex.3117, FAX:045-563-5943

E一mail:dynamics@mech.keio.ac.jp

7



第75期通常総会

来年春の機械学会第75期通常総会は1998年 3月 31日 伏 )～ 4

月 3日 (金)の期間東工大で開催されます 今回は機械学会とし
て最後の通常総会です。東北大での 9月の全国大会を最後に、今
後は年 1回の年次大会となる予定です 部門関連の企画は以下
のようです。また,総会としての特別講演や共催シンポジウム
は当部門と大変関係のある内容です。鶏 Rご参加下さい.

○基調講演

「システム生命とは何かJ 吉田和夫(慶大)
「楽器の音J       剖 |1 茂

〇先端技術フォーラム

「音響を利用するJ

「パターン形成・閣詈性 。イ鶏監さ」

○ワークショップ

「インテイリジェン酎耕斗・流体システムとその応用J

「マルチボディダイナミクスの現状と動向」

○部F日同好会

○オーガナイズドセッション

「ダイナミカルシステムの先端蜘・知的牛峰ⅡJ

「マルチボディシステムのダイナミクスとキ峰日J

Oジョイントセッション
「マイクロマシン技術の最前線J

「Soft Computing一 ニューラルネットワーク、
遺伝的アルゴリズム、ファジィー」

「矢日μ写
～
林斗。構造システムJ

「流体関連振動および騒音J

O―れ又んセツシヨン
〇総会特別講演

「ポストインテリジェントコントロール」

古田勝久(東LЮ
O共催シンポジウム

「ラ薩LttCOEス ータヾ―メカノシステム・シンポジウム」

爛 門企画責任者 野波健蔵)

第10回「電磁力関連のダイナミックス」
シンポジウム

開催日 :19鋸年 6月 23日欲 )-25日 (和

会 場 :宮城勤労総合福祉センター「蔵王′ヽイツJ(〒989-09
宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉 東北新幹線白石蔵翌駅より
バス4暖巌)(U田温泉下車′ヽイヤー5分 東北自動車道白石イン
ターより草で30分  TEL:0224-34-2311)

募集テーマ :1)電磁アクチュエータ, 2)圧電アクチュエー
タ, 3)超磁歪アクチュエータ, 4)ナノ・マイクロメカニズ
ム, 5)リ ニアドライブ技術 6)磁気浮上技術, 7)磁気軸
受, 8)静電力応用, 9)画像形成技術 10)磁′陛流休 液
晶,電気粘1生流休 11)醐 斗。電磁帥h12)電磁力関連
の振動と牛峰Ⅱ,13)電磁加速,MPD,MHD,14)核 融合と
電磁・構造達成解析,15)回転機技術 16)超電導とその応
用,17)電磁駆動血液循環,18)その他の関連テーマ.

(1)講演申込方法
A4判用紙に,「電磁カシンポジウム研究発表申込」と題記

第 4回「運動と振動の制御」国際会議

The Fourth international Conference on

Motion and Vibration Control(MOViC'98)

し,la)講演題目,(b)講演者・連名者 (勤務先),(C)希望セッ
ション名,(d屡旨100字程度,(e連絡先,を明記のうえ下記各
お申し込みください。

(2)講演申込締切
1998年 2月 27日 (金 )。 講演申込者には折り返し,「原稿の書き

方」「蔵王ハイツ宿泊申込書Jなどの必要書類を送付します。

(3)原稿受付締切
1998年 4月 21日 0り,原稿は2, 4, 6頁とします。提出原稿
はそのまま印刷原稿とします。所定の様式で記載し原本 1部と
コピー1部を下記あて送付して下さい.講演時間は討論も含め
て20分程度を予定しております。

(4)講演申込 。原稿提出先
〒980-0845 イ山台市青葉区荒巻字青葉

剰 映 教 潮ウ糊 鱚 子工学専攻
長離  TEL/FAX:022-217-5877
田中真美 TEL/FAX:022-217-5879
E_mail:mami@rose,mech.tohoku.ac.,p

が発表され,活発なディスカッションが行われます。また,今
回は,テクニカルツアーとして,マイクロマシンの研究が盛ん
なEPFL(スイス連邦工科大学ローザンヌ校)を見学するこ
と力馬十画されています (8月 31日 (月 )).
風光明娼な地で開催される同会議に, 日本からもできるだけ
多くの方が参加されることをお勧めします。

詳細 1ま,日本機械学会誌11月号会告444ページをご覧くださ
い.また, ご問い合わせは下記まで
千葉大学工学部機械工学科 野波 健蔵
TEL/FAX:043290-3195
E―mail:nonami@meneth.tm.chba u.ac.jp
埼玉大学工学部機械工学科 フ牌予 毅
TEL:04885〔■3455, FAX:04885併2577
E―mailimizar@mech,saitama― u ac.jp

(事務担当 :宮原お、み子 )

開 催 日  1998年 8月 25日 ⑫り～28日 (金 )
会   場  ETH Zurich,Switzerland

(スイス連邦工科大学チューリッヒ校,スイス)
Chairperson PrOf.G.Schweitzer(ETH)

日本で生まれ世界に羽ばたいていったMOVICが,いよい
よ本年 8月 ヽヽ チューリッヒ (スイス)で開催されます。
同会議では, さまざまな分野における運動と振動の命峰,に関
する理論 。手法および応用・適用事例について,最先端の成果

ニューズレターに関するご意見,掲載ご希望の記事などございましたら,編集委員までお寄せ下さい
E―mail:dmc pr@jsme.or.jp

■DVHAMICS
編 集 室

日本機械学会機械力学・計測制御部門

〒1600016東京都新宿区信濃町35番地

信濃田]'1束瓦館 5階 町L03-5360-3500
FAX 03-5360-3508

永井 健―(群馬大学)
水野  毅(埼玉大学)
鈴木 康文(鉄道総研)
1998年 1月 25日

鳥居 孝夫(静岡大学)
山本  浩(埼玉大学)

編集責任者

編集委員

発行日
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